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鈴

木

悟

選

手

(

竜

崎

)

i
日
大
東
北
高
校
3
年

i

鳥
見
山
陸
上
競
技
場
内

2 

白
河
市
か
ら
福
島
市
ま
で

m・
7
M
M

何
人
が

5
時
間
的
分
削
秒
で
つ
な
ぐ

第
日
田
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走

大
会
は
、
日
月
幻
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

午
前
8
時
に
深
く
立
ち
込
め
た
霧
の
中
、
白

河
総
合
運
動
公
園
を
紛
人
の
選
手
た
ち
が
一
斉

に
ス
タ
ー
ト
し
、
山
内
・
7
同
先
の
ゴ
ー
ル
福
島

県
庁
前
ま
で
の
日
区
間
を
タ
ス
キ
で
つ
な
ぐ
長

い
ド
ラ
マ
が
始
ま
り
ま
し
た
。

黒
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
に
朱
色
の
ゼ
ッ
ケ
ン
九
番

を
付
け
た
本
村
の
選
手
た
ち
は
、
日
頃
の
練
期
間

の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
て
の
走
り
を
見
せ
ま

し
た
。
途
中
、
総
合
幻
位
ま
で
上
が
り
ま
し
た

が
、
郡
山
総
合
体
育
館
で
無
念
の
繰
上
げ
ス
タ

ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

本
村
チ
1
ム
の
最
終
的
な
記
録
は
、

5
時
問

。
分
但
秒
で
総
合
第
U
位
(
昨
年
は
臼
位
)
、
村

の
部
で
同
位
(
昨
年
日
位
)
と
な
り
、
惜
し
く
も

昨
年
の
記
録
を
上
回
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

主}II村代表としてふく
出場し、走りぬいたので畏

ふ
フ
回
は
。

間
だ
一
ん
で
ま
す
が
、

田kiTI
疋(言と
すかはし1
0 つあう
たり最
のま震
でせ区

品
フ
年
は
力
不
足
で
、
良
い
結
果
が
残
せ
な

川
っ
た
け
ど
、
今
後
詰
力
を
つ
け
て
良
い
結

残
せ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。

(
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
)

3 
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4
宿
い
チ
ー
ム

来
年
に
つ
な
が
る
走
り
d

広報たまかわ

村

民

体

育

館

で

解

図

式

ゴ
ー
ル
の
福
島
県
庁
前
か
ら
戻

っ
た
選
手
、
役
員
の
皆
さ
ん
は
、
午

後
5
時
初
分
か
ら
村
民
体
育
館
で

開
か
れ
た
選
手
図
解
図
式
に
臨
み

ま
し
た
。

式
で
は
、
駅
伝
村
本
部
長
の
車

田
次
夫
村
長
か
ら
選
手
の
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
に
出
場
記
念
の
メ
ダ

ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

溝
井
賢
一
郎
監
督
か
ら
車
問
本

部
長
に
国
旗
が
返
還
さ
れ
た
あ
と
、

車
田
本
部
長
が
「
選
手
の
皆
さ
ん

長
い
間
の
練
習
ご
苦
労
さ
ま
で
し

た
。
若
い
チ
i
ム
で
す
か
ら
今
後

と
も
練
習
と
経
験
を
積
み
重
ね
て

頑
張
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。
渡
辺

助
次
郎
実
行
委
員
長
、

高
林
浅
男
村
議
会
議

長
、
小
原
嗣
男
村
教
育

委
員
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

選
手
の
皆
さ
ん
の
労
を

ね
ぎ
ら
う
あ
い
つ
さ
が

準備は

大丈夫ですか?

平成11年12月

コンビュータ西暦

広報たまかわ

コンビュータ西暦2000年問題とは、コンヒGユータが西暦2000年を1900年と認識して誤作動し、

電気、通信、航空、交通、金融等のさまざまな分野に影響力T出る可能性があるという問題です。

それぞれの分野では、システムの改修などの対策が進み問題が起こる司能性は低いと考えられます

が、万一の事態に備え、次のことについて各家庭で準備されることをお奨めします。

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
式
の
中
で
ふ
く
し
ま
駅

伝
に

5
年
連
続
出
場
し
た
選
手
の

特
別
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小

針
正
光
選
手
(
北
須
釜
)
と
鈴
木
悟

選
手
(
竜
崎
)
の
2
名
が
表
彰
さ
れ
、

車
田
村
長
か
ら
記
念
の
楯
と
表
彰

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

沿
道
か
ら

大
き
な
声
援

駅
伝
コ

l
ス
と
な
っ
て
い
る
道

特別表彰を受けた鈴木選手(在)と小針選手(右)

路
沿
線
に
は
、
選
手
を
応
援
す
る

人
々
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

本
村
チ

l
ム
の
応
援
に
も
村
議

会
議
員
、
役
場
課
長
、
村
体
育
協

会
関
係
者
、
そ
の
他
村
民
の
皆
さ

ん
が
横
断
幕
や
の
ぼ
り
旗
、
小
旗

を
振
っ
て
本
村
チ

l
ム
の
選
手
に

盛
ん
に
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
(
竜
崎
)
姉
妹
で
出
場

員
野
田
君
(
学
石
野
球
部
)
も
力
走

9
区
の
鈴
木
真
美
さ
ん
(
泉
中

3
年
)
と
ロ
区
の
鈴
木
香
さ
ん
(
泉

中
1
年
)
は
、
姉
妹
で
出
場
し
、

話
題
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
学
法
石
川
高
校
野
球
部

で
今
年
の
夏
の
甲
子
園
大
会
に
出

場
し
、

1
番
サ
l
ド
で
大
活
躍
し

た
真
野
目
雄
治
君
(
学
法
石
川
高

校
3
年
・
山
新
国
)
も
日
区
を
力

走
し
ま
し
た
。

芝
一一子

2
、
3
日
分
の
保
存
の
き
く
食
料
、
飲
料

水
の
備
蓄
、
救
急
箱
、
懐
中
電
灯
、
ラ
ジ
オ
、

乾
電
池
な
ど
の
準
備
を
お
奨
め
し
ま
す
。

預
貯
金
の
記
録
等
に
つ
い
乏
い

日
頃
か
ら
記
帳
を
行
う
こ
と
に
よ
り
振
込
、

自
動
振
替
等
の
取
引
内
容
や
預
貯
金
残
高
等

の
記
録
を
し
て
お
く
こ
と
を
お
奨
め
し
ま
す
。

現
金
引
き
出
じ

例
年
ど
お
り
対
応
さ
れ
る
こ
と
を
お
奨
め

し
ま
す
。
な
お
、
多
額
の
現
金
を
手
元
に
置

く
こ
と
は
盗
難
等
の
危
険
が
あ
る
の
で
十
分

な
注
意
が
必
要
で
す
。

溝井監替の話

「
村
民
の
皆
様
ご
声
援
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
の
チ

ー
ム
は
、
中
学
・
高
校
生
が
主
体

例
年
ど
お
り
各
家
庭
で
備
え
付
け
の
タ
ン

ク
に
適
切
な
量
を
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
お
奨

め
し
ま
す
。

常
備
薬
に
つ
い
て
は
、
応
急
用
に
必
要
な

も
の
が
あ
る
か
点
検
さ
れ
る
こ
と
を
お
奨
め

し
ま
す
。
在
宅
療
養
中
で
医
療
機
器
を
使
用

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
主
治
医
に
事
前
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

選
手
を
囲
ん
で

会
食
懇
談
会

解
図
式
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
村

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
日
本
間
に
場

所
を
移
し
て
、
選
手
、
役
員
の
皆

さ
ん
を
囲
ん
で

「会
食
懇
談
会
』

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
食
の
準
備
は
、
例
年

ど
お
り
「
ょ
っ
ば
の
会
」
(
双
里
不

二
校
会
長
)
の
皆
さ
ん
の
協
力
に

よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

の
若
い
チ

l
ム
で
、
こ
れ
か
ら

益
々
伸
び
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
年
の
チ

l
ム
は

雰
囲
気
が
す
ご
く
長
か
っ
た
で

す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
練
習
を
通

し
て
成
績
に
代
え
ら
れ
な
い
「
仲

間
づ
く
り
」
な
ど
得
る
も
の
が
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
」

に
問
い
合
わ
せ
る
な
ど
の
対
応
を
お
願
い
し
ま

す
。年

末
年
始
の
国
内
旅
行
に
つ
い
て
は
、
余

裕
を
持
っ
た
計
画
を
立
て
ら
れ
る
こ
と
を
お

奨
め
し
ま
す
。

海
外
旅
行
に
つ
い
て
は
、
国
に
よ
っ
て
2
0

0
0
年
問
題
に
よ
り
不
都
合
が
生
じ
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
も
考
慮
し
て
、
出
発
前
に
は

滞
在
先
の
情
報
に
つ
い
て
旅
行
会
社
等
に
問

い
合
わ
せ
る
な
ど
の
対
応
を
お
奨
め
し
ま
す
。

一身
近
な
家
電
製
ロ

電
話
不
通
に
よ
り
1
1
9
番
通
報
が

で
き
な
い
場
合

V
隣
、
近
所
に

「火
事
」
で
あ
る
こ
と
を
知
ら

せ
る
(
大
声
で
叫
ぶ
)

V
駆
け
込
み
に
よ
る
通
報

-
緊
急
の
場
合
は
、
最
寄
り
の
消
防
署
、
派
出

所
な
ど
に
駆
け
込
み
通
報
を
す
る
(
位
月
引

巴
か
ら
1
月
1
日
に
か
け
て
は
、

吋玉
川
派

出
所
」
に
職
員
が
待
機
)

2 3 4 

火
災
・
事
故
な
ど
未
然
随
止
に
備
え

て
く
だ
さ
い
。

消
火
水
、
飲
料
水
の
確
保

非
常
用
照
明
器
具
の
確
保
・
災
害
情

報
に
注
意
す
る
。

※

2
0
0
0
年
問
題
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

須
費
地
方
広
域
消
防
本
部

岱

(
0
2
4
8
)
市
|
3
1
1
1

4 民
)
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村の文化団体が他の諸団体と連絡調整を図り、相互の活動を英閥、撮闘

することにより、重なる文佑活動の向上を自指して、このほどf玉JII村文

化団体連絡協議会』が設立されました。設立総会では、役員選出が行われ、

会長に村老人クラブ連合会長の渡辺政ーさん(北須釜)が選ばれました。

平成11年12月広報たまかわ

村
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
は
、
音
楽
、

演
劇
、
美
術
、
舞
踊
、
文
学
な
ど
の
分
野

で
活
動
し
て
い
る
村
内
の
団
体
が
、
お

互
い
の
連
携
を
取
り
な
が
ら
村
の
芸
術

文
化
の
普
及
、
そ
し
て
発
展
さ
せ
て
ゆ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

設
立
に
は
村
内
か
ら
川
崎
の
文
化
肉
体

が
趣
旨
に
賛
同
し
て
総
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
今
後
の
活
動
と
し
て
、
芸
術
鑑

賞
の
場
の
提
供
や
文
化
祭
へ
の
参
加
、

研
修
会
の
実
施
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。な
お
、
事
務
局
は
、
村
公
民
館

(
E

U
1
4
6
3
2
)
に
琶
か
れ
ま
す
。

参
加
団
体
は
次
の
と
お
り
で
す
。

-
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
民
一
部
声
玄
会
・

玉
泉
会
・
民
謡
し
げ
る
会
・
神
道
流
吟
詠

玉
川
支
部
・
石
陽
吟
詠
会
・
琴
川
会
・
玉

川
琴
期
会
・
玉
川
こ
ぶ
し
会
・

f玉川村jの区長同士が交減

同名が縁で交流をしている埼玉県玉川村から霊長

会(田中優男会長)会員の皆さん19:8が11月5日

に本村を訪れ、本村の霊長の皆さんと研穆会を開き

ました。

研修会は、村就業改善センターで行われ、それぞ

れの区長さんが行政区の事憶などを紹介したあと、

質疑応さきなどで有意義広内容となりました。また、

研1事会終3後仁村内視察を行いました。

6 

9
月
幻
日
の
台
湾
中
部
大
地
震

で
未
曾
有
の
被
害
を
受
け
た
本
村

と
国
際
友
好
都
市
「
鹿
谷
郷
」
の
陳

錫
梧
郷
長
か
ら
こ
の
ほ
ど
村
に
お

礼
の
手
紙
が
印
刷
き
ま
し
た
。

被
災
後
の
叩
月
9
日
に
村
を
代

表
し
て
車
田
村
長
と
高
林
議
長
が

お
見
舞
い
に
訪
問
し
た
こ
と
や
、

そ
の
後
も
本
村
で
各
種
団
体
や
個

人
の
皆
様
か
ら
多
く
の
義
援
金
活

動
が
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
鹿
谷
郷
の
人
々
は
、
玉
川
村

の
村
民
に
大
変
感
謝
を
し
て
い
る

こ
と
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

陳
郷
長
か
ら
の
手
紙
の
原
文
と

翻
訳
を
掲
載
し
ま
し
た
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

義
援
金
を
寄
せ
ら
れ
た
皆
さ
ん

(
団
体
)
・
玉
川
村
議
会
議
員
会
か
ら

※
議
会
議
員
の
皆
様
の
義
援
金
は
、
日
月
9
日

に
高
林
議
長
が
脱
谷
郷
を
訪
問
の
際
に
肢
接
、

糠
郷
長
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

-
玉
川
村
院
長
会
・
日
あ
ぶ
く
ま
石
川
泉
支

庖
'K
性
部

-
Mあ
ぶ
く
ま
石
川
泉
支
一
泊
職
員

一
向
・
第
2
回
高
齢
者
一
例
祉
大
会
の
際
・

石
市
村
消
防
関
・
商
工
会
長
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

の
際
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て

(
個
人
)
・
永
林
恵
治
・
大
野
式
吉

沢
陽
子
(
須
賀
川
市
)

-
藤

日
月
号
で
「
日
須
釜
支
応
職
員
一
一
同
」
は
、

つ
仏
須
釜
支
服
役
職
員
一
同
」
の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
の
う
え
訂
正
い
た
し
ま
す
。

• 

藤
泉
会
・
白
楊
会
・
す
み
れ
会
・
ス
ポ
ー

ツ
民
踊
会
・
太
田
民
謡
若
泉
会
・
太
田
民

謡
つ
ぐ
み
会
・
須
釜
社
交
ダ
ン
ス
会
・
花

愁
短
歌
会
・
さ
る
な
し
俳
句
会
・
玉
川
村

現
代
詩
の
会
・
玉
川
村
菊
花
愛
貯
会
・
玉

川
山
野
草
会
・
な
で
し
こ
会
・
ま
水
書
道

会
・
墨
雅
書
道
愛
好
会
・
双
龍
書
道
愛
貯

会
@
碧
水
書
道
愛
野
会
・
絵
踊
ク
ラ
ブ
・

桜
泉
会
・
中
切
り
絵
愛
好
会
・
写
真
愛
好

会
・
石
粉
粘
土
愛
好
会
・
押
し
花
愛
貯
会

・
押
し
花
倶
楽
部
・
れ
ん
げ
の
会
・
茶
道

愛
野
会
・
玉
川
郷
土
史
研
究
会
・
玉
川
囲

碁
ク
ラ
ブ
・
将
棋
愛
野
会
・
腹
話
術
愛
貯

会
・
南
須
釜
念
仏
踊
り
保
存
会
・
北
須
釜

民
俗
芸
能
保
存
会
・
小
高
民
俗
芸
能
保
存

会
・
山
小
屋
民
俗
芸
能
保
存
会
・
四
辻
新

田
氏
俗
芸
能
保
存
会
・
西
郷
漉
・
北
ノ
宿

民
俗
芸
能
保
存
会
・
南
街
民
俗
芸
能
保
存

会
・
竜
崎
民
俗
芸
能
保
存
会

ア
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島容がむ

?口

拘菅野似

通さ雇
秀争詰
賞須 2t
受警去
賞ご乞

石
川
中
学
校
P
T
A
主
催
に
よ

る
第
泊
四
石
川
地
区
中
学
校
弁
論

大
会
が
岩
川
中
学
校
で
開
か
れ
ま

矢
吹
君

し
た
c

地
区
内

8
校
か
ら

8
人
が
出

場
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ

で
熱
弁
を
奮
い
ま
し
た
。

須
釜
中
学
校
1
年
の
草
野
早

百
合
さ
ん
(
南
須
釜
)
は
、
「
勇
気

を
も
っ
て
」
と
題
し
て
、
ク
ラ
ス
の

中
で
机
や
イ
ス
を
蹴
っ
た
り
す

る
行
為
に
注
意
を
し
た
い
が
、
反

対
に
い
じ
め
ら
れ
た
り
す
る
の

が
怖
い
と
い
う
葛
藤
の
中
で
、

勇
気
を
出
し
て
立
ち
向
か

う
こ
と
の
大
切
さ
を
素
直

な
気
持
ち
で
述
べ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
草
野
さ

ん
は
、

2
番
目
に
良
い
「
優

秀
裳
」
を
み
ご
と
受
賞
し

ま
し
た
。

員状とカップを手にする草野さん

l玉i

2さ
ツ:D:

クで
100第

足2
位

蒜
生
の
矢
吹
健
司
君
(
県
立
あ

ぶ
く
ま
養
護
学
校
)
は
、
日
月
上

旬
に
烏
根
県
松
江
市
で
行
わ
れ
た

第
8
回
全
国
知
的
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
(
ゅ
う
あ
い
ピ
ッ
ク
)
し
ま

ね
大
会
に
出
場
し
、
こ
の
ほ
ど
父

親
の
晋
市
さ
ん
と
と
も
に
役
場
を

訪
れ
、
車
田
村
長
に
大
会
出
場
の

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

健
可
君
は
、
陸
上
競
技
の

m
m

競
走
、

m
m競
走
、
制

mリ
レ
ー

に
一
福
島
県
代
表
と
し
て
出
場
し
、

平成11:Ei=12月広報たまかわ

m
m競
走
で
は
、
全
国
の
並
要
る

強
豪
を
退
け
て
、
み
ご
と

2
位
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、

m
m競
走
で
5
位
、

制

m
リ
レ
ー
で
7
位
入
賞
と
い
う

立
派
な
成
績
を
挙
げ
、
メ
ダ
ル

3

個
を
獲
得
す
る
大
活
躍
で
し
た
。

報
告
を
受
け
た
車
田
村
長
は
「
大

変
り
っ
ぱ
な
成
績
に
感
動
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
自
信
に
こ
れ
か
ら
も

ス
ポ
ー
ツ
、
勉
学
に
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
祝
福
し
ま
し
た
。

証重蚕
を雲票
警ん百
霊力ぜコ
産量蔓ン
回優ク
安警 | 
賞止

福
島
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
主

催
の
「
家
庭
の
日
」
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

の
作
文
の
部
で
有
賀
千
紘
さ
ん
(
価
税

釜
小
学
校
4
年
・
吉
)
が
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
式
は
、
橋
島
県
文
化
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
、
賞
状
と
記
念
の
楯
が

佐
藤
知
事
か
ら
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

村
青
年
団
連
絡
協
議
会
(
草
野

浩
志
会
長
)
主
催
に
よ
る
会
員
交

流
を
日
的
と
し
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
関
か

れ
、
村
内
9
つ
の
分
凶
(
会
)
が
参

加
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
草
野
会
長
か
ら
会
員

玉三坐
山妻、守
1:: 1.ふ、

c手
4唱、?を::J

3川ヌョ
位予

受
賞
作
品
は
、
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん

の
入
浴
タ
イ
ム
」
と
題
し
た
も
の

で
、
身
体
の
不
自
由
な
お
じ
い
ち
ゃ

ん
を
お
風
呂
に
入
れ
る
と
き
、
家
族

全
員
で
協
力
し
て
い
る
様
子
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
有
賀
さ
ん
は
、
平
成
9
年

度
の
同
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
「
じ
ゃ
が

い
も
か
ぞ
く
」
と
題
し
て
、
家
族
全

員
で
じ
ゃ
が
い
も
堀
り
を
し
た
こ
と

を
作
文
に
し
て
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

て
お
り
、
今
回
で
2
度
目
の
受
賞
と

な
る
快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。

に
鹿
谷
郷
へ
の
震
災
義
援
金
協
力

へ
の
お
礼
と
今
後
の
協
議
会
活
動

へ
の
協
力
を
お
願
い
す
る
あ
い
さ

つ
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で

行
わ
れ
、
珍
好
プ
レ

l
続
出
の
楽

し
い
会
員
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
今
後
と
も
ス
ノ
ー

ボ
l
ド
教
室
や
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

大
会
の
結
果
、
南
須
釜
が
優
勝
、

川
辺
が
準
優
勝
、

3
位
が
岩
法
寺

と
な
り
ま
し
た
。

あ
ぶ
く
ま
石
川
農
業
協
同
組
合

主
催
に
よ
る
第
2
田
J
A
あ
ぶ
く

ま
石
川
カ
ッ
プ
少
年
サ
ッ
カ
ー
大

会
が
ク
リ
ス
タ
ル
パ

i
ク
石
川
多

目
的
広
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

石
川
郡
内
4
町
村
か
ら

9
チ
ー

ム
が
出
場
し
て

3
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

か
れ
て
予
選
リ
l
グ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
本
村
か
ら
、
参
加
し
た
玉

川
F
C
(
江
本
城
幸
監
督
)
は
、
予

選
B
ブ
ロ
ッ
ク
を

1
位
で
通
過
し

ま
し
た
。

決
勝
リ
ー
グ
戦
は
、
浅
川
ス
ポ

少
と
沢
田
ス
ボ
少
と
の
対
戦
と
な

り
ま
し
た
が
、
ー
敗
1
引
き
分
け

で
3
位
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。

易
障
福
祉
会

本
村
で
研
修
を
実
施

身
体
障
害
者
福
祉
会
石
川
支

部
(
小
豆
畑
堅
一
会
長
)
で
は
、

平
成
日
年
度
の
生
活
行
動
訓

練
・
研
修
会
を
本
村
岩
法
寺
の

農
業
構
造
改
善
セ
ン
タ

i
で
開

き
ま
し
た
。

開
会
式
の
あ
と
、
長
慶
寺
住

職
の
西
川
良
英
さ
ん
(
小
高
)
が

講
師
と
な
っ
て
、
「
一
日
一
生
』
と

題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
歩
行
訓
練
と
し
て
観

音
山
を
歩
く
予
定
で
し
た
が
、

当
日
は
、
強
風
の
た
め
中
止
と

な
り
、
セ
ン
タ
ー
内
で
参
加
者

相
互
の
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

8 

フ

第
日
田
玉
川
村
長
杯
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
は
、
日
月
9
日
に
福
島
石
川

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
別
名
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

向
コ
ン
べ
で
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
募
金
が
行
わ
れ
、

1
0
0
，
8

7
9
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の

ほ
ど
コ
ン
ペ
実
行
委
員
会
の
小
針

常
美
委
員
長
が
村
役
場
を
訪
れ
、

募
金
を
車
田
次
夫
社
会
福
祉
協
議

会
長
に
贈
り
ま
し
た
。

毎
年
、
同
コ
ン
ペ
の
際
の
チ
ャ
リ

テ
ィ

l
募
金
が
村
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
さ
れ
、
社
会
福
祉
活
動

に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

4
 

カゼは』県
止二 IJも民
漬屋箆

Z玄

.DZ.能

鍬套
踊広

り

第
必
田
福
島
県
民
族
芸
能

大
会
が
大
熊
町
文
化
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
、
県
内
か
ら

5

つ
の
民
俗
芸
能
が
上
演
さ
れ

ま
し
た
。

本
村
か
ら
、
山
小
屋
平
鍬

踊
保
存
会
(
松
山
詔
一
会
長
)

の
皆
さ
ん
に
よ
る
『
山
小
患

の
平
鍬
蹄
』
が
上
演
さ
れ
ま

し
た
。今
年
は
、
都
々
古
別
神
社

の
秋
祭
り
で
も
奉
納
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
9
月
上
旬
よ
り

週
3
自
の
練
習
を
積
ん
で
い

ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
息
の
あ
っ

た
素
晴
ら
し
い
踊
り
が
熱
演

さ
れ
、
観
客
席
か
ら
も
大
き

な
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
て
い

ま
し
た
。

9 



@80 
新年の

ごあいさつ

lAの健康ごよみ
三種混合予防接種・・.............{~ 

午後 1B寺 匿;
16日(木)機能訓練.• • • • • • • . • . • • • • • • • • • • • • J35' 

午前10時~ 痩

20日(月)JII辺地区いきいき教室・・・・・川辺公民館
午前9時30分~

21日(火)すくすくクラブ・・
午前10時~

j采

塁j

団団
.12月
15日(水)

福島県内の最低賃金が

改正されました
福島県の最低員三をが、表のとおり改正されました。

-福島県内の事業場で使用される全ての労働者(パートタイマー、ア
ルバイト等をきむ)に適用されます。
・精皆動手当、通動手当、家族手当、時間外-休日，深夜手当、 1か
月を超える期間ごとに支払われる賃金は算入されません。

頑
張
る
あ
な
た
を
応
援
し
ま
す

福
島
県
学
生
寮
入
寮
者
を
募
集

来
春
、
東
京
周
辺
の
大
学
、
短

大
に
進
学
を
予
定
し
て
い
る
高
校

生
を
お
持
ち
の
ご
父
兄
の
皆
さ

ん
、
福
島
県
の
学
生
寮
が
あ
る
の

を
ご
存
知
で
す
か
。

福
島
県
学
生
寮
は
、
都
内
や
そ

の
周
辺
に
学
ぶ
本
県
出
身
の
学
生

の
た
め
に
設
立
、
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、
平
成
ロ
年
4
月
か

ら
入
寮
す
る
寮
生
の
募
集
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

圏
募
集
人
員

(
男
子
寮
)
ぬ
名
程
度

(
女
子
寮
)

山
名
程
度

最低賓室の照会は、福島労働墨準間集室諜又は、最寄

りの労働基準監督署へ。

画
応
募
資
格

(
1
)
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大

学
及
び
短
大
に
入
学
を
予
定

す
る
者
(
夜
間
部
は
除
く
)

(
2
)
健
康
状
態
が
良
好
で
共
同
生

活
を
営
む
に
適
す
る
者

(
3
)
父
母
な
ど
が
入
寮
諸
経
費
の

負
担
能
力
を
有
す
る
者
で
あ

る
こ
と

※
お
問
い
合
せ
先
福
島
県
教
育

庁
高
等
学
校
教
育
課
内
(
福
島
県

学
生
寮
事
務
局
)

。(
0
2
4
)
5
2
1
7
7
7
5

新年E机会の開催

玉川村の平成12年の新年互礼会は、次の日程に

より開催いたします。

参加を希望される方は、事前に参加申込みを忘れ

ずにしてください。

Itl日 時平成12年1月4日(火)

圃場 所マーヴ、工ラス末広

圃会 費 2，000円

画申込方法 村総務課岱(57)4621までお申込み

ください。

12月20日(月)まで

午後2時

骨量申込期限

三種混合予防接種・・..........・・・東

午後1時~ 関
13臼(木)三種混合予防接種...............'j事

午後 1時~ 暦
14日(金) 股関節脱臼検診・・・・・・・・・・ ・・・ ・・ ・5保

午後18寺30分"-'2時 閣
18日(火) 愚親教室・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・保

午前9時30分~ 閤
育児教室 ・....................・・ 侯

午後1時30分~ 属
21日(金) 3歳児健診 ・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・燥

午後1時 隠
25日(火) すくすくクラブ・・・・・・・・ ・・・・・・ ・・・像

午前10時~ 際
28日(金) 1歳見相談会.........• ・・・・・・ ・保

午後1時30分~ 覧

車 .保健色ンタ一 場・須釜公民館

石保:石川町保健センター 事 :受付時間

.1月
12日(水)

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただきましたD

厚く 御礼申し上げます。
記

10 

画
必
要
経
費

-第13回玉川村長杯ゴルフコン

ペ実行委員会小針常美委員長

から 100，879円
(村社会福祉協議会)

-蒜生の曲山好ーさん

・北須釜の瀬谷一男さん

・岩法寺の奥野義章さん

・岩法寺の佐久間悦男さん

35，000円35，000円入寮 寄付金(入寮跨のみ)

18，000円

6，300円程度

15，200円程度

「
ム
ジ
チ
1
レ
ン
カ
ル
テ
ッ

ト
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
管
弦
4

重
奏
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ

ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん

だ
曲
や
ア
ニ
メ
・
ポ
ッ
プ
ス
な

ど
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
ア
レ
ン
ジ
し

て
演
奏
さ
れ
ま
す
。

・

と

き

ロ

月

四

日

(

日

)

1
・F
b
-
)
、
2
・
0
-
}
、
3
・
0

可'ム・
1
E
A
l
-
-

可3よ・
1
E

ムi-
i

-
E

ム・円ノ臼

1

比
一
初

1
の
4
回

・
と
こ
ろ
福
島
空
港
ピ
ル

2

F
ロ
ビ
l
(
無
料
)

1，500円

19，500円

5，700円程度

15，200円程度

3，000円

用

水

給食調理委託負担

(月額)

鯖材

(月額)

一、ク空
A リ港
三J スビ
ヲニマ jレ
t スで
kiコ

(11月届出分)

年齢世帯主名

83 好 -

88 正子

84 悦 男

38 玲子

81 一 男

!お誕生おめでとうございます1
(11月届出分)

保護者名

ヲ¥

貴栄

茂幸

博之

昭男

由紀夫

村のようす
(11年12月1日現在)

費

料(月額)

貫(月額)

料

使

熱

食

費

祭

光

出生児氏名

鈴木さくら
ふみ かず

古寺史和

鈴木健吾
たく み

金 j畢拓 海

渡辺詩 織
あゆ み

大越歩美

区

高

叶
汁

〆〉

士也

ィ、

1，802戸(+1 ) 

7，613人 (-3)

3，754人(土 0)

属
国

M
U
畠

V
2

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集

岩法寺

地区死亡者氏名

蒜生曲山ウメ

岩法寺 奥野キヨ イ

佐久間重治

竜崎水野谷勝一

北須釜瀬谷哲男

ペシ

南須釜

3，859人(-3)

今
月
の
納
税

固

定

資

産

税

関
民
健
康
保
険
税

国
民
軍
重
保
険
料

第

3
期

第

6
期

旬
月
分

{納
期
限
は
ロ
用
幻
自
(
月
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
}

村

公

民

館

椅
環
ポ
ン
プ
に
水
芳
化
さ
る
緋
鯉
ら
は
す
い
す
い
泳
ぐ
こ
の
真
夏
日
を

樹
幹
幾
百
古
松
は
空
を
覆
い
お
リ
善
光
寺
に
来
て
ひ
と
リ
仲
ぐ
も

駆
け
寄
リ
て
母
の
手
助
け
歩
む
進
力
ン
ナ
の
花
の
紅
き
夕
暮
れ

生十

一弘~可
、Zァ
正人

小
針
み
ね
子

針

愛
子

犬
の
ジ
ュ
リ
l
小
さ
き
舎
か
ら
は
み
出
し
て
吠
ゆ
る
も
朝
は
ど
‘
』
か
物
憂
げ

庭
の
楓
に
夕
日
が
さ
し
マ
明
る
み
の
燕
脂
色
な
す
一
ど
き
の
艶

遇
、
容
で
も
聞
い
て
る
児
ら
の
輝
き
に
時
間
延
ば
し
て
語
り
し
我
は

し
く
し
く
と
痛
む
一
歯
の
責
め
を
負
い
体
も
共
に
居
向
地
わ
ろ
し

吉
田

英
枯

金
那
木
さ
み

)lJ 
田

予品、
r 

zセ

川
崎

虫色
子

1 1 



私
の
ふ
る
さ
と

玉川村役場。(0247)57 -3101編集/総務課印刷/怖)円谷印刷(毎月15日発行)

先月に引き続き舎月も各地区のいきいき教室で伝達してい

るf力ルシウムいっぱいで体があったまるー昂jを紹介します
カルシウムが多くきまれている牛乳、厚揚げ(大豆製昂)を使
い、この皿で、一日に!必要なカルシウム量600mgの1/3が取
れます(牛乳200mQ1本分のカルシウム200mgです。)この献
立の1人分のカルシウム量は248mgです。

発行/福島県石川郡玉川村大字小高字中|畷9

シリーズ

今日の食卓⑫
今月のお題は

I骨を丈夫にするためにはj

ー
熊
本
県
熊
本
市
|

島

敏

田

九
一
氾
さ
ん
(
川
辺
)

私
の
ふ
る
，さ
と
は
遠
く

九
州
の
熊
本
市
で
す
。
熊

本
と
言
え
ば
日
本
一一一
大
名

城
の
ひ
と
つ
「
熊
本
城
』

が
有
名
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
名

将
加
藤
清
正
公
が
7
年
の
歳
月
を
か

け
て
建
築
さ
れ
た
熊
本
城
は
、
周
囲

ロ
切
に
も
及
ぶ
威
厳
の
あ
る
勇
壮
な

建
物
で
す
。
天
守
閣
は
、
市
の
シ
ン

ボ
ル
的
な
存
在
と
し
て
市
民
か
ら
愛

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
細
川
家
ゆ
か
り
の
『
水
前

寺
成
趣
園
』
は
、
東
海
道
五
十
三
次

を
モ
デ
ル
に
し
て
築
か
れ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
庭
園
の
見
事
な

造
形
美
を
誇
り
、
四
季
を
通
じ
て
湧

『チンゲン菜ときのこのクリーム煮J
1人分エネルギー量113Kcal

A~低脂肪牛乳2 1/4力ツブ

(450cc)、塩、こしょう

スープの素小さじ 1、
湯 1力ツプ(200cc)

B~片栗粉大さじ2 、水少々

一材料(4人分)一

・チンゲン菜大2株(200g) 
・~シイタケ 6枚(100g) 
・しめじ 1/4パック(25g) 
・厚揚げ 50g 
・人参 30g 

・ニンニク ひとかけ
・油小さじ1

き
水
が
流
れ
て
お
り
、
心
休
ま
る

所
で
す
ね
。

ま
た
、
夏
目
激
石
は
五
高
(
現
熊

本
大
学
)
教
授
と
し
て
5
年
間
、
小
泉

八
雲
も
五
高
の
英
語
教
師
と
し
て

3
年
間
、
熊
本
市
内
に
住
ん
で
お
り

彼
ら
の
旧
居
な
ど
も
残
さ
れ
て
お

り
当
時
が
し
の
ば
れ
て
い
ま
す
。

食
べ
物
で
は
、
「
馬
刺
」
と
「
か
ら

し
蓮
根
』
が
名
物
で
す
。
口
に
含

む
と
と
ろ
け
そ
う
な
霜
降
り
の
馬

刺
と
細
川
藩
の
珍
味
栄
養
食
と
し

て
明
治
維
新
ま
で
門
外
不
出
と
な

っ
て
い
た
と
い
う
か
ら
し
蓮
根
は
、

熊
本
を
訪
問
し
た
際
に
は
是
非
ご

賞
味
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
焼
酎
で
す
ね
。

九
州
は
、
熊
本
に
限
ら
ず
焼
酎
が

一
般
的
に
好
ま
れ
て
い
ま
す
。

一作り方一
①チンゲン菜~葉と茎を別にして5~6cm(こ切る。
厚揚げ~熱湯をかけ油抜きをして、一日大のそぎ切りにし
て、塩・こしょうをする。生しいたけ~一口大にそぎ切り。
しめじ~/J\房に分ける。

人参~短冊切りにしてさっと郊でる。
②なべに油を熱し、荒みじん切りにしたニンニクを入れ香り
よく妙める。
③②にチンゲン菜の茎、きのこ入れ妙め、Aを加え、厚揚げを
加え、ひと煮する。

④③に残りの材料を加え、弱火で5~6分静かに煮て巴を加
え、味をととのえ、とろみがついたら出来上がり。

(ワンポイントアドバイス)'"
材料は、白菜、キャベツ、力ブ、小松菜、大根なでもOKです。
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私
は
須
釜
小
学
校
二
年
生
の
時
に

終
戦
を
迎
え
た
現
在
臼
歳
の
オ
ジ
ン

で
す
。
今
年
の
東
京
玉
川
会
総
会
に

は
小
中
学
校
の
同
級
生
数
人
と
誘
い

合
っ
て
出
席
致
し
ま
し
た
。
そ
の
会

場
で
五
十
数
年
ぶ
り
に
小
学
校
二
年

生
の
時
の
担
任
の
先
生
に
会
う
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
大
変
懐
か
し
く
昔

話
に
花
が
咲
き
時
間
の
経
つ
の
を
忘

れ
る
ひ
と
と
き
で
し
た
。
ま
た
、
向

級
生
仲
間
の
年
中
行
事
で
あ
る

一
泊

旅
行
の
打
ち
合
せ
も
総
会
前
に
行
い

ま
し
た
。
今
で
は
故
郷
で
の
少
年
少

女
時
代
が
懐
か
し
く
宿
で
の

一
夜
は

昔
の
言
葉
で
宴
会
が
大
変
盛
り
上
が

り
ま
す
。

私
た
ち
の
子
供
時
代
の
遊
び
と
い

え
ば
、
郷
社
(
八
幡
様
)
境
内
で
の
鬼

ご
っ
こ
、
か
く
れ
ん
ぼ
、
バ
カ
ダ
マ

に
バ
ッ
タ
等
が
メ
イ
ン
で
し
た
。
そ

の
後
、
小
学
校
4
年
頃
に
野
球
が
入

っ
て
き
ま
し
た
。
で
も
当
時
の
子
供

達
は
近
頃
の
よ
う
な
野
球
道
具
は
殆

『懐かしき少年時代J

題蓮塑i審議鱒量輔

ど
持
つ
て
な
く
、
ま
た
買
う
お
金
も

有
り
ま
せ
ん
の
で
、
各
入
手
作
り
で

し
た
。
私
も
野
球
が
好
き
で
中
学
2

年、

3
年
の
聞
は
選
手
だ
っ
た
の
で

す
が
、
練
習
試
合
も
含
め
て

1
勝
も

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
東
京
玉
川
会

に
入
会
し
て
か
ら
毎
月
送
ら
れ
て
く

る
広
報
を
見
る
と
、
多
く
の
皆
さ
ん

が
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参
加
さ
れ
て
い

る
様
子
が
伺
え
ま
す
。

私
が
住
ん
で
い
る
船
橋
市
も
大
変

ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
す
。
私
も
少
年

野
球
の
指
導
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
に
参
加
し
て
お

り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
多
く

の
皆
様
と
親
睦
を
深
め
健
康
で
明
る

い
地
域
づ
く
り
が
出
来
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

終
わ
り
に
玉
川
村
の
皆
様
方
も
東

京
玉
川
会
の
皆
様
方
も
来
る
年
も
良

い
年
で
あ
る
こ
と
を
お
祈
り
致
し
ま

す
。

私が在籍しているソフトボールリーグの優勝
パーティのスナップ(左から2人目)
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